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   沢付近の排水処理②             取付部の丸太組工 

 
 

 
  線形設計やデータ活用の検討会         線形設計の説明（日光署）   
 
 

 
     CS 立体図による沢の回避            湧水箇所の迂回 
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5.7 路網計画ソフトを用いた森林作業道線形設計手順書  

の作成 

 
森林作業道作設指針や各実証地における専門家の指導・助言を踏まえて、以下を内容とする「路

網計画ソフトを用いた森林作業道線形～設計手順書～」を作成した。 

 

① 路網計画ソフトを用いた設計手順 

② 設計するときに考慮すべき事項 

③ 携帯端末に取り込んで現地調査 

④ CS 立体図の活用について 
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5.8 路網計画ソフトを用いた森林作業道線形設計手順書  

の解説動画の作成 

 
5.7 で作成した「路網計画ソフトを用いた森林作業道線形～設計手順書～」をわかりやすく

説明する動画を作成した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 情報セキュリティ対策について 

 
データの共有や、成果品としてデータを提出する際には、コンピュータウイルスの感染を防ぐ

対策が不可欠である。 

「生産・造林事業に活用できる QField 操作ガイド」やその説明動画の中で、データ提出時の情

報セキュリティ対策についても簡潔に説明した。 

 

【情報セキュリティ対策】 

 

① データを送る前に必ずウィルスチェックを行う。 

    

② データの提出方法について情報セキュリティ上の指示ある場合はそれに従い提出する。 

    

⇒ 例えば、圧縮フォルダにパスワードを付けるとウィルスチェックができないため受 

け手側と相談して対応する等。 

 



 

47 

 

巻末資料（現地検討会説明資料） 

 

 作業道の線形設計に係る資料に加え、以下の資料を配布又は説明した。 
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